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バウビオロギー62号の刊行にあたり

2005 年春に創立した、私たち日本バウビオロギー研究会（BIJ）は、年 4
回のセミナーと年 4 回の会報誌発行を旨とし、活動を続けてまいりました。
2011 年からはドイツ IBN とのライセンス契約に基づき、通信教育講座を開始
しています。

会報誌バウビオロギーは昨年 6 月に 60 号、人間で言う還暦を迎えました。
単純に 15 年の歳月が流れたことになります。ドイツＩＢＮの会報誌（健康と
住まい W+G）も 40 年 170 号をもって電子マガジンになり、スイスでの機関
紙「バウビオロギー」も経済的な理由から紙面の雑誌刊行をすでにやめていま
す。その意味で、日本での「バウビオロギー」が皆様の支援に支えられ、60 号
を超えたことは特筆すべきことのように思います。

昨今はコロナ禍によって換気の問題が大きく取り上げられるとともに、働き
方（テレワーク）も問われ、今までにない居住環境への関心があるように思い
ます。私たちのセミナー、通信教育講座のスクーリングも、目下オンラインで
実施しています。息遣いなどのリアル感が失われるものの、移動の問題が克服
される長所を多くの方は実感されていると思います。そもそもウイルスとは何
か、健康とは何かという根本問題が突き付けられ、人間とは何かを誰もが熟考
する時なのだと思います。一方、先日はアスベストの裁判による、国と建材メー
カーの責任が決着したニュースが報道されました。一つの素材は、当初、安全で、
かつ夢のような宝ものとして扱われつつ、健康被害が報告され、その因果関係
が認められるまで何十年もかかる、という図式がこの問題でも繰り返されてい
ます。今は切望され、喜ばれているモノが、将来、健康問題、環境問題を引き
起こすかもしれません。ホリスティックな視点の重要性はますます増していく
ことでしょう。

今回 62 号では、表紙と目次を一覧に並べてみました。内容があいまいなタ
イトルについて、また明らかな誤字については、ことばを補っています。また
彩りを添えるべく、バウビオロギー建築について、掲載された図版を再掲し、
少しでもその号の雰囲気が感ぜられるように試みました。第 2 号から連載を開
始し、15 号（2008 年 11 月）で終えた、坊垣和明理事の「民家探訪」は同年
に『民家のしくみ−環境と共生する技術と知恵』（学芸出版社）として刊行され
ています。

これまでかなりの量の記事が蓄積されていますが、出版不況もあり、単行本
化には至っていません。これらの紙面をいずれ、研究会ホームページにも掲載
し、広く一般の方にお伝えするとともに、その個別の記事をダウンロードでき
るようにしたいと考えています。

（石川 恒夫）

表紙の写真
旧山田郵便局電話分室（設計：吉田 鉄郎　1923）

多くの方は、どこか西洋の建物

と思われるかもしれない。しかし、

伊勢神宮の外宮のそばにある旧郵

便局である。美しく維持されてお

り、築 100 年になるとは思えない。

現在はフランスレストラン、チョ

コレート専門店（カフェ）がはいる。

東京駅の正面の東京中央郵便局を設計した逓信省営繕部の吉田鉄郎 (1894 － 1956)

の初期の貴重な建築である。平面的に中庭を囲むコの字型になっており、破風をもっ

た赤い瓦屋根が特徴的である。窓枠の丸みが温かい。なお著書の『日本建築（Das 

Japanische Wohnhaus）』（1935）は日本建築の海外への紹介に大きく貢献した。

（石川 恒夫）　
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インフォメーション

　バウビオローゲの集い（第 1 回）
　―バウビオロギーに関心をもつ建築実務者のための― 03

■ 10 月 25 日　　　　　　　　　　　　　　

13：30 ～ 趣旨説明

石川　恒夫（前橋工科大学／ Baubiologe IBN）

13：40 ～ 実践者の報告

辻　　充　孝（岐阜県立森林文化アカデミー／ Baubiologe BIJ）

　カミノハウス（2014）−暮らし方と DIY で省エネ＋豊かさアップ−

落合　伸光（ビオクラフト／ Baubiologe BIJ）

　実践者の報告［埼玉 川越での試み］

阿部　哲志（岩手県庁／ Baubiologe BIJ）

　バウビオロギーの普及に向けて

～バウビオロギーを通して考える住環境と人間との全体的諸関係～

江藤眞理子（空設計工房／ Baubiologe BIJ）

　バウビオロギー＋パッシブデザイン－熊本パッシブハウスでの試み

15：30 ～ 専門家セミナー

石川　恒夫（前橋工科大学）

　「バウビオロギー 25 の指針

　　―自然のメカニズムと住まいの柔らかい呼応を求めて−」

辻　　充　孝（森林文化アカデミー）

　「非定常計算でわかる断熱材の蓄熱効果と夏型結露対策」

坊垣　和明（東京都市大学名誉教授）

全員でのディスカッション

17：00 ～ 食事会＋懇話会（学生が調理）

■ 10 月 26 日　　　　　　　　　　　　　　

9：00 ～ 12：00 バウビオロギー討論会

・通信講座第 4 巻

（建築工法）の巻末の仕様規定について

　コーディネーター：辻

国際バウビオロギー・フォーラム in イズミール（トルコ）石 川 恒 夫 04

自然素材で建物をつくる研究グループ　出展パネル 08

第 56 回定例セミナーレポート

　ブルーノ・タウトの住宅／集合住宅から学ぶこと 田 中 辰 明 38

バウビオロギー Q & A

　床暖房とフローリング 落 合 伸 光 46

報告

　日本バウビオロギー研究会
　平成 30 年度（2018 年度）決算・令和元年度（2019 年度）予算案

48

　合同研究会 2019 in 北海道
−全館空調住宅をめぐって 石 川 恒 夫 50

2. バウ・ビオ・ロギー

　バウ−ビオ−ロギー。三つの言葉が組み合わされ

ている。バウ−これは空間（部屋）、館、巣を意味

している。ビオ−これは命である。ロゴス−これは

自然の秩序、調和であり、意味、理性、法則、ある

いは神の言葉をも意味する。バウビオロギー：私た

ちが生活している場所（空間）は、自然の秩序、調

和の内にありますか？もし、はい、であれば、素晴

らしい。もし、いいえ、であれば、秩序を再び見出

すために、何がなされるべきか？バウビオロギー：

健康な住まい、健康な、生き生きとした生活空間の

ための大切な教えである。リスク要因にとぼしい空

間こそ、生命力と休息を促してくれる。バウビオロ

ギー。若くて新しい学問だ。それは遅くにこの世に

やってきた。遅すぎたのか？多くの答えがすでに可

能であり、多くの問いはまだ問いとして残り、さら

に多くの問いがまだ立てられてはいない。

　長年の経験とたくさんのバウビオロギー調査が私

の手もとにある。多くの同胞によって助けられてき

た。多くの苦しみが、家屋で生じた電磁場の、放射

能の、有害物質の、微生物の、室内環境の、もろも

ろの環境ストレスとともに消え去った。多くの患者

さんと医師は熱狂した。私もその一人である。
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建築関係者、医療従事者との協働

バウビオロギー25の指針

エコ収支

健康保険の拡充　　　
（測定や相談も適用）

新しい居住形態

地域性（工法など）の尊重

エネルギー消費

新築・改築における仕様の記録
情報提供の強化

電磁波

都市内緑化

地方居住の可能性

予防原則

ＣＭＳ患者等への救済

バウビオロギーの教育・研究促進

有害物質を含まない建材

仕事場の環境

内容成分の表示

バウビオロギー

アジェンタ

快適な室内環境
刺激をひきおこす素材、有害物質の使用を減らし、新鮮空気を十分に確保する
健康を損ねるカビ、バクテリア、塵埃、アレルゲンを回避する
無臭もしくは良い香りのする材料を用いる
電磁場、無線（ワイヤレス）通信を最小限に
暖房のために放射熱源を優先する　

建材の選択
放射能（ラドン）のできるだけ少ない、自然素材、汚染されていない材料を用いる 
断熱と蓄熱、表面温度と空気温度の調和のとれた関係に留意する
調湿性能をもった材料を用いる
新築（躯体）の湿気の放散に注意する
部屋の音響、遮音を最適にする（低周波も含む）

空間の造形
調和的なプロポーションと形態に注意をはらう　
見る、聞く、嗅ぐ、触れるなど感覚知覚がもたらす印象を支援する
自然に近い光のバランスと色に注意し、点滅のない照明（光源）を用いる
生理学的、人間工学的な認識に配慮したインテリアと家具を提案する
地域の建築的伝統や手仕事の技に敬意を払い、支援する

持続可能な環境の形成
エネルギー消費を最小限にし、再生可能なエネルギーを利用する
新築、改修にあって、環境へのネガティブな影響を回避する
天然資源は有限であり大切に利用する。動植物を保護しつつ
地域固有の建築工法を優先し、エコ収支の観点から最もふさわしい材料や経済
循環を選ぶ
質の良い飲料水に注意をはらう

エコ・ソーシャルな生活空間
生活を支えるインフラデザインにおいて、バランスのとれた混合利用に配慮す
る：仕事場、学校、買い物、公共交通機関が近接するように　
環境を保護しつつも、人間の必要をかなえる生活空間をふさわしくかたちづくる
地方や都市部のジードルンクに充分な緑地を確保する
地産地消、自給自足を強化する。地域サービスのネットワークを促進し、需要
者と供給者とを結びつける
できるかぎり廃棄物、汚染物質、放射線源、騒音の負荷を受けていない建設敷
地を選ぶ
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高橋　元　メモリアルセミナー「バウビオロギーの原点から」
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主　　催：ひと・環境計画
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特別講演　バウビオロギー環境医学　　フォルカー・ツァーン

講　　演

　　「ひと・環境計画』設立 10 周年　そしてこれから」
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　　「日本の住まい　過去・現在・未来」

坊垣　和明

　　「ドイツ語圏でのバウビオロギー　木造建築のこれから」

マテー ペーター
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